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国
民
皆
保
険
制
度
を
揺
る
が

す
大
改
悪
と
な
る
「
医
療
保
険

制
度
改
革
関
連
法
案
」
が
衆
議

院
を
わ
ず
か
19
時
間
の
審
議
で

採
決
を
強
行
さ
れ
た
。
法
案

は
、
国
保
料
の
値
上
げ
に
拍
車

を
か
け
る
国
保
運
営
の
都
道
府

「
患
者
申
し
出
療
養
」
の
創

設
、
入
院
時
食
事
療
養
費
の
引

き
上
げ
、
紹
介
状
な
し
で
大
病

院
を
受
診
し
た
際
の
定
額
自
己

負
担
の
上
乗
せ
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
保
険
料
特
例
軽
減

の
廃
止
な
ど
、
国
民
皆
保
険
を

会
は
、
憲
法
25
条
を
生
か
し
、

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
誰
も
が
安

心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る

「
国
民
皆
保
険
」
の
原
則
を
守

り
、
社
会
保
障
の
拡
充
の
た
め

に
全
力
を
挙
げ
る
決
意
を
表
明

す
る
。

県
へ
の
移
管

を
一
つ
の
柱

と
し
、
事
実

上
の
混
合
診

療
で
あ
る

を
増
や
す
改

革
が
求
め
ら

れ
る
。

　

大
阪
府
歯

科
保
険
医
協

　

安
倍
自
公
政
権
は
、
憲
法
９

条
を
壊
し
、
日
本
を
「
海
外
で

戦
争
で
き
る
国
」
へ
と
変
え
る

た
め
の
安
全
保
障
関
連
法
案
を

５
月
14
日
に
閣
議
決
定
、
15
日

に
国
会
に
提
出
、
会
期
を
大
幅

に
延
長
し
て
今
国
会
で
の
成
立

を
狙
っ
て
い
る
。 　

協
会
は
５
月
16
日
に
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
い
た
第
51
回
通
常
評
議
員
会
で
、
安
倍
政
権
が
進
め
る
医
療

保
険
制
度
改
悪
法
案
と
安
全
保
障
関
連
法
案
に
反
対
す
る
決
議
を
採
択
し
た
。
全
文
を
紹
介
す
る
。

和
支
援
法
案
」
か
ら
な
り
、

「
平
和
安
全
法
制
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
内
容
は
、
第
一
に
、

世
界
の
ど
こ
で
あ
れ
米
国
の
起

こ
す
戦
争
に
自
衛
隊
が
「
戦
闘

地
域
」
ま
で
行
っ
て
、
軍
事
支

援
を
可
能
と
す
る
、
第
二
に
、

戦
乱
が
続
い
て
い
る
地
域
に
自

条
を
壊
し
戦
後
日
本
の
国
の
あ

り
方
を
根
底
か
ら
変
え
る
、

「
平
和
安
全
法
制
」
の
立
法
化

を
阻
止
し
、
平
和
主
義
の
初
心

を
生
か
し
た
日
本
の
実
現
に
こ

れ
か
ら
も
力
を
尽
く
す
決
意
を

こ
こ
に
表
明
す
る
。

　

法
案
は
、

「
平
和
安
全

法
制
整
備
法

案
」
と
恒
久

法
「
国
際
平

は
、
い
か
な

る
戦
争
を
も

容
認
で
き
な

い
。
私
た
ち

は
、
憲
法
９

０
億
円
削
減
路
線
を
上
回
る
大

改
悪
と
な
る
。

　

社
会
保
障
財
源
の
確
保
に

は
、
十
分
な
体
力
が
あ
る
大
企

業
や
富
裕
層
に
応
分
の
負
担
を

求
め
、
労
働
者
の
賃
上
げ
、
正

規
雇
用
の
拡
大
で
国
民
の
所
得

憲
で
も
戦
後
最
大
の
危
機
に
あ

る
。
私
た
ち
は
、
戦
後
70
年
を

迎
え
る
今
年
、
戦
争
か
平
和
か

の
歴
史
的
な
岐
路
に
立
っ
て
い

る
。

　

戦
争
こ
そ
が
生
存
権
を
脅
か

す
最
大
の
脅
威
で
あ
り
、
人
命

尊
重
の
責
務
を
負
う
歯
科
医
師

空
洞
化
さ
せ
、
全
世
代
へ
の
負

担
増
を
押
し
付
け
る
。

　

こ
の
医
療
保
険
制
度
改
悪
関

連
法
案
は
、「
社
会
保
障
と
税

の
一
体
改
革
」
路
線
の
具
体
化

で
あ
り
、
社
会
保
障
へ
の
国
の

責
任
を
放
棄
し
、
本
人
と
家
族

衛
隊
を
派
遣
し
、
武
器
使
用
を

伴
う
治
安
維
持
活
動
を
可
能
と

す
る
、
第
三
に
、
日
本
が
攻
撃

さ
れ
て
い
な
く
て
も
「
集
団
的

自
衛
権
」
を
行
使
し
ア
メ
リ
カ

が
始
め
た
戦
争
で
あ
っ
て
も
参

戦
す
る
―
│
な
ど
、
戦
後
日
本

の
平
和
主
義
、「
専
守
防
衛
」

っ
て
消
費
税
が
８
％
に
引
き
上

げ
ら
れ
て
か
ら
１
年
。
安
倍
政

権
は
雇
用
、
暮
ら
し
破
壊
、
社

会
保
障
改
悪
を
進
め
な
が
ら
、

「
戦
争
で
き
る
国
」
と
「
世
界

一
、
企
業
が
活
躍
し
や
す
い

国
」
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い

任
に
よ
っ
て
ふ
た
た
び
戦
争
の

惨
禍
が
起
こ
る
こ
と
の
な
い
や

う
に
す
る
」
決
意
を
表
明
し
て

い
る
。
憲
法
９
条
の
根
底
に

は
、
戦
争
に
明
け
暮
れ
た
国
民

の
悲
惨
な
体
験
と
、
ア
ジ
ア
諸

国
民
へ
の
甚
大
な
加
害
へ
の
反

省
が
あ
る
。
戦
後
70
年
、
日
本

の
自
己
責
任
へ
と
推
し
進
め
る

も
の
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
国

民
の
命
と
健
康
を
脅
か
す
同
法

案
の
衆
議
院
可
決
に
抗
議
し
、

参
議
院
で
の
徹
底
審
議
と
廃
案

を
求
め
る
。

　

「
社
会
保
障
の
た
め
」
と
い

を
根
底
か
ら
覆
す
も
の
だ
。

　

加
え
て
、
安
倍
首
相
は
５
月

の
訪
米
で
国
会
に
も
提
案
し
て

い
な
い
法
案
を
今
国
会
で
成
立

さ
せ
る
こ
と
を
対
米
公
約
す
る

主
権
放
棄
の
恥
ず
べ
き
姿
勢
を

示
し
た
。

　

憲
法
は
前
文
で
「
政
府
の
責

る
。
そ
の
一
方
で
、
２
０
１
７

年
４
月
の
消
費
税
10
％
へ
の
増

税
を
既
定
路
線
と
し
、
さ
ら
な

る
庶
民
増
税
を
進
め
る
。
２
０

１
５
年
度
の
社
会
保
障
費
削
減

は
３
９
０
０
億
円
に
の
ぼ
り
、

小
泉
政
権
の
自
然
増
分
２
２
０

の
自
衛
隊
が
一
人
の
戦
死
者
も

出
さ
ず
、
他
国
の
犠
牲
者
も
出

し
て
こ
な
か
っ
た
の
は
、
海
外

で
の
武
力
行
使
を
禁
止
し
た
平

和
憲
法
が
歯
止
め
と
な
っ
た
か

ら
だ
。

　

憲
法
施
行
か
ら
68
年
、
憲
法

９
条
は
解
釈
改
憲
で
も
明
文
改

国
民
皆
保
険
を
揺
る
が
す
医
療
保
険
制
度
の
改
悪
を
許
さ
ず
、

憲
法
25
条
を
生
か
し
た
社
会
保
障
の
充
実
を
求
め
る

評
議
員
会

決　
　

議
憲
法
９
条
を
破
壊
し
、
日
本
を
「
海
外
で
戦
争
で
き
る
国
」

に
す
る
「
平
和
安
全
法
制
」
に
反
対
す
る

評
議
員
会
・
総
会
で

選
出
さ
れ
た
役
員

理

事

長

小
澤　
　

力

副
理
事
長

下
井
戸
昭
介

同

辻
本　
　

勝

同

戸
井　

逸
美

同

冨
本　

昌
之

同

三
井　

泰
正

同

吉
田　

裕
志

理
事
・
相
談
役

伊
津　

進
弘

同

小
山　

榮
三

理

事

安
積　
　

中

同

江
原　
　

豊

同

貴
島　

正
彦

同

近
藤　
　

正

同

杉
本　
　

叡

同

谷　
　
　

聰

同

段
野　

和
茂

同

寺
嶋　

洋
幸

同

中
西　

幹
夫

同

中
村
新
太
郎

同

早
田　

寿
夫

同

兵
頭　

正
道

同

三
木　

正
弘

同

森　
　
　

啓

同

矢
部
あ
づ
さ

事
務
局
長

志
岐　
　

敬

監

事

新
宅　

雅
丈

同

古
田　

光
行

顧

問

永
田　

悦
夫

同

山
上　

紘
志

名
誉
理
事
長

玉
川　

和
隆

名
誉
理
事

林　
　

和
也

同

益
川　

光
夫

維
新
の
党
幹
事
長
代
行
衆
議
院
議
員
・
松
浪
健
太
、

維
新
の
党
衆
議
院
議
員
・
吉
村
洋
文
、
維
新
の
党
参

議
院
議
員
・
東
徹
、
日
本
共
産
党
大
阪
市
会
議
員
団

団
長
・
瀬
戸
一
正

協
力
・
共
同
団
体

大
阪
歯
科
技
工
士
連
絡
会
代
表
・
石
橋
哲
夫
、
大
阪

弁
護
士
会
会
長
・
松
葉
知
幸
、
大
阪
市
を
よ
く
す
る

会
常
任
幹
事
・
政
策
委
員
長
・
中
山
直
和
、
年
金
者

組
合
大
阪
府
本
部
執
行
委
員
長
・
松
井
幹
治
、
一
般

社
団
法
人
大
阪
自
治
体
問
題
研
究
所
理
事
長
・
中
山

徹
、
総
合
社
会
福
祉
研
究
所
理
事
長
・
石
倉
康
次
、

全
大
阪
消
費
者
団
体
連
絡
会
事
務
局
長
・
飯
田
秀

男
、
大
阪
か
ら
公
害
を
な
く
す
会
会
長
・
金
谷
邦

夫
、
大
阪
憲
法
会
議
・
共
同
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
・

山
田
憲
司
、
日
本
科
学
者
会
議
大
阪
府
支
部
、
大
阪

府
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
連
帯
委

員
会
、
消
費
税
を
な
く
す
大
阪
の
会
、
全
大
阪
生
活

と
健
康
を
守
る
会
連
合
会
、
大
阪
民
主
医
療
機
関
連

合
会
事
務
局
長
・
土
井
康
文
、
大
阪
い
ず
み
市
民
生

活
協
同
組
合
理
事
長
・
藤
井
克
裕
、
き
ょ
う
さ
れ
ん

大
阪
支
部
事
務
局
長
・
雨
田
信
幸
、
西
成
区
社
会
保

障
推
進
協
議
会
、
八
尾
社
会
保
障
推
進
協
議
会
、
全

国
一
般
労
働
組
合
大
阪
府
本
部
執
行
委
員
長
・
吉
野

弘
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
阪
難
病
連
、
日
本
機
関
紙
協

会
大
阪
府
本
部
、
大
阪
商
工
団
体
連
合
会
会
長
・
藤

川
隆
広
、
原
水
爆
禁
止
大
阪
府
協
議
会
、
非
核
の
政

府
を
求
め
る
大
阪
の
会
代
表
代
行
・
中
西
裕
人

協
力
会
社
関
係

三
井
生
命
保
険
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
・
有
末

真
哉
、
富
国
生
命
相
互
会
社
大
阪
北
支
社
長
・
森
下

俊
彦
、
明
治
安
田
生
命
相
互
会
社
執
行
役
大
阪
本
部

長
・
菊
川
隆
志
、
日
本
生
命
保
険
相
互
会
社
代
表
取

締
役
社
長
・
筒
井
義
信
、
日
本
生
命
保
険
相
互
会
社

本
店
公
務
部
法
人
部
長
・
黒
木
徳
弘
、
太
陽
生
命
保

険
株
式
会
社
西
日
本
法
人
営
業
部
長
・
鍋
島
隆
、
株

式
会
社
関
西
共
同
印
刷
所
、
ひ
と
み
プ
リ
ン
ト
・
森

村
洋
一
、
田
中
商
会

顧
問
弁
護
士
・
税
理
士
・
社
労
士
関
係

鳥
居
義
昭
、
桂
好
志
郎
、
井
川
博
幸
、
上
野
精
一
、

柄
溝
宗
生
、
黒
岩
哲
夫
、
斎
藤
直
樹
、
中
谷
光
之
、

西
村
博
史
、
林
明
、
伊
藤
幸
子
、
和
泉
節
夫
、
堀
口

正
二

来
賓

日
本
共
産
党
衆
議
院
議
員
・
清
水
忠
史
、
日
本
共
産

党
大
阪
府
議
会
議
員
・
石
川
多
枝
、
大
阪
府
保
険
医

協
会
副
理
事
長
・
安
田
雅
章
、
大
阪
府
保
険
医
協
会

事
務
局
長
・
渡
辺
征
二
、
兵
庫
県
保
険
医
協
会
副
理

事
長
・
吉
岡
正
雄
、
兵
庫
県
保
険
医
協
会
事
務
局
次

長
・
小
川
昭
、
顧
問
弁
護
士
・
西
晃
、
顧
問
税
理
士

代
理
・
小
塩
圭
子
、
医
業
税
理
士
団
団
長
・
清
家

裕
、
全
大
阪
労
働
組
合
総
連
合
事
務
局
長
・
菅
義

人
、
富
国
生
命
保
険
相
互
会
社
大
阪
北
支
社
市
場
開

発
推
進
部
長
・
車
田
吉
弘
、
日
本
生
命
保
険
相
互
会

社
本
店
公
務
部
法
人
部
長
・
黒
木
徳
弘
、
大
阪
市
を

よ
く
す
る
会
常
任
幹
事
・
政
策
委
員
長
・
中
山
直

和
、
日
本
科
学
者
会
議
大
阪
支
部
代
表
幹
事
・
岩
本

智
之
、
株
式
会
社
関
西
共
同
印
刷
所
取
締
役
営
業
部

長
・
竹
村
知
洋
、
株
式
会
社
関
西
共
同
印
刷
所
営
業

部
第
２
課
課
長
・
川
井
祐
介
、
株
式
会
社
関
西
共
同

印
刷
所
営
業
部
第
２
課
係
長
・
西
出
裕
子

保
険
医
協
会
関
係

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
、
秋
田
県
保
険
医
協
会
、

岩
手
県
保
険
医
協
会
、
山
形
県
保
険
医
協
会
、
宮
城

県
保
険
医
協
会
、
栃
木
県
保
険
医
協
会
、
群
馬
県
保

険
医
協
会
、
埼
玉
県
保
険
医
協
会
、
山
梨
県
保
険
医

協
会
、
東
京
保
険
医
協
会
、
神
奈
川
県
保
険
医
協

会
、
岐
阜
県
保
険
医
協
会
、
愛
知
県
保
険
医
協
会
、

三
重
県
保
険
医
協
会
、
京
都
府
保
険
医
協
会
、
京
都

府
歯
科
保
険
医
協
会
、
兵
庫
県
保
険
医
協
会
、
滋
賀

県
保
険
医
協
会
、
和
歌
山
県
保
険
医
協
会
、
奈
良
県

保
険
医
協
会
、
島
根
県
保
険
医
協
会
、
鳥
取
県
保
険

医
協
会
、
岡
山
県
保
険
医
協
会
、
広
島
県
保
険
医
協

会
、
山
口
県
保
険
医
協
会
、
高
知
保
険
医
協
会
、
徳

島
県
保
険
医
協
会
、
愛
媛
県
保
険
医
協
会
、
福
岡
県

保
険
医
協
会
、
福
岡
県
歯
科
保
険
医
協
会
、
大
分
県

保
険
医
協
会
、
長
崎
県
保
険
医
協
会
、
佐
賀
県
保
険

医
協
会
、
宮
崎
県
保
険
医
協
会
、
熊
本
県
保
険
医
協

会
、
沖
縄
県
保
険
医
協
会

政
党
関
係

自
由
民
主
党
参
議
院
議
員
・
柳
本
卓
治
、
自
由
民
主

党
衆
議
院
議
員
・
神
谷
昇
、
自
由
民
主
党
衆
議
院
議

員
・
大
西
宏
幸
、
公
明
党
大
阪
府
本
部
代
表
衆
議
院

議
員
・
佐
藤
茂
樹
、
公
明
党
大
阪
市
会
議
員
団
、
民

主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
衆
議
院
議
員
・
辻
元
清
美
、

　

協
会
は
５
月
16
日
の
第
51
回
通
常
評

議
員
会
で
理
事
・
監
事
を
選
出
、
同
日

の
理
事
会
で
理
事
長
・
副
理
事
長
を
互

選
し
た
。
５
月
24
日
の
第
52
回
定
期
総

会
で
名
誉
役
員
・
事
務
局
長
を
選
出
し

た
。
役
員
の
一
覧
は
次
の
通
り
。

第52回定期総会の来賓・祝電・メッセージ（敬称略・順不同）


